
500 500 

500 500 

4-104

35のエビデンス（変位センス）（2/3）



200 200 

4-105

35のエビデンス（変位センス）（3/3）



4-106

36のエビデンス（走向・傾斜）



4-107

36のエビデンス（条線）
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4-108

36のエビデンス（変位センス）（1/2）青枠：変位センスに関する部分



500 500 

1 mm1 mm

4-109

36のエビデンス（変位センス）（2/2）



最新活動面認定根拠（H27-B-2 深度88.38～88.43m）

コア写真

88 89

88 89

・肉眼観察では，最新活動面が深度88.42mか深度88.43mかを判断できないため，CT画像を利用した。
・CT画像では，より直線的であることから，深度88.42mのせん断面を最新活動面に認定した。

0 10 cm

最新活動面

凡例

最新活動面の候補とした面

青枠部拡大 0 5 cm黄枠部拡大

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※
最新活動面

0 5 cm

4-110

37のエビデンス（最新活動面）
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4-111

37のエビデンス（薄片観察結果）（1/3）



1 mm1 mm

200 200 

4-112

37のエビデンス（薄片観察結果）（2/3）



200 200 

4-113

37のエビデンス（薄片観察結果）（3/3）



最新活動面認定根拠（H27-B-2 深度88.88～88.94m）

青枠部拡大

コア写真

88 89

0 5 cm
黄枠部拡大

88 89

・肉眼観察では，最新活動面が深度88.92mか深度88.94mかを判断できないため，CT画像を利用した。
・CT画像では，どちらも直線的であるが，より密度低下しており細粒化していると考えられることから，深度88.92mの
せん断面を最新活動面に認定した。

0 10 cm

最新活動面

凡例

最新活動面の候補とした面

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※
最新活動面

0 5 cm

4-114

38のエビデンス（最新活動面）



4-115

41のエビデンス（走向・傾斜）



4-116

41のエビデンス（条線）



4-117

42のエビデンス（走向・傾斜）



4-118

42のエビデンス（条線）



ボアホールカメラ展開画像との対比結果（H24-B14-2 深度49.24～49.55m）

BHTV展開画像

・H24-B14-2 深度49.24～49.55mの破砕部の最新活動面の走向・傾斜は，孔壁の崩壊で画像が撮影できなかったこ
とから測定できなかった。

コア写真

以下54.40mまで
画像なし

49

50

4-119

44のエビデンス
（走向・傾斜）(1/8)



H24-B14-2孔 49.26mの破砕部(最新活動面)の走向傾斜について

１．当該破砕部については， BHTV撮影前に孔壁が崩壊しBHTV画像が取得できな
かったことから，２．に示す方法によって，当該破砕部の最新活動面における走
向・傾斜を取得した。

２．走向・傾斜の取得方法
走向・傾斜が既知の破砕部から当該破砕部の姿勢を再現することによって，当該
破砕部の最新活動面の走向・傾斜を取得することとした（コアが端部で回転してる
場合は，割れ目などの性状から元の姿勢を再現した）。
なお，走向・傾斜が既知の破砕部は，当該破砕部の約2ｍ上位の破砕部（深度
47.40m）とした。

最新活動面（49.26m）

47.40mの面（N38E85NW）

4-120

44のエビデンス
（走向・傾斜）(2/8)



H24-B14-2孔 49.26mの破砕部(最新活動面)の走向傾斜について
（深度48mのコア端部の繋がり）

最新活動面（49.26m）

・健岩部と変質部の分布や境界面から，黄色破線部が連続すると考えられる。

4-121

44のエビデンス
（走向・傾斜）(3/8)



H24-B14-2孔 49.26mの破砕部(最新活動面)の走向傾斜について
（深度48mのコア端部の繋がり）

（Ｂ）

（Ａ）

最新活動面（49.26m）
（Ａ）

（Ｂ）

61°回転 左右反転

61°

・コアの切り口を対比するため，（Ｂ）の画像を61°回転させた後，左右反転させた（Ｂ’）。
・（Ａ）と（Ｂ’）は，割れ目位置（赤矢印）や健岩部の分布（青枠）が対応している。

（Ｂ’）

4-122

44のエビデンス
（走向・傾斜）(4/8)



H24-B14-2孔 49.26mの破砕部(最新活動面)の走向傾斜について
（深度49mのコア端部の繋がり）

最新活動面（49.26m）

・コアの表面からは，コア同士の対比関係は不明である。

4-123

44のエビデンス
（走向・傾斜）(5/8)



H24-B14-2孔 49.26mの破砕部(最新活動面)の走向傾斜について
（深度49mのコア端部の繋がり）

（Ｂ）

（Ａ）

最新活動面（49.26m）
（Ａ）

（Ｂ）

150°回転 左右反転

150°

・コアの切り口を対比するため，（Ｂ）の画像を150°回転させた後，左右反転させた（Ｂ’）。
・（Ａ）と（Ｂ’）は，紙面上左下がりの構造の分布（赤枠）や，これに斜交する構造（青矢印）
が対応している。

（Ｂ’）

4-124

44のエビデンス
（走向・傾斜）(6/8)



H24-B14-2孔 49.26mの破砕部(最新活動面)の走向傾斜について
（深度48.58mのコア切断部の繋がり）

最新活動面（49.26m） 掘削時にコアを切断している（48.58m）

・48.58m付近で，掘削時にコアを切断している。
・48.58m前後のコアでは，紙面上右下がりの構造（緑矢印）が同様に連続していることから，48.58mを境にコアは回転していないと判断した。

48.45m48.70m

4-125

44のエビデンス
（走向・傾斜）(7/8)



H24-B14-2孔 49.26mの破砕部(最新活動面)の走向傾斜について

・走向・傾斜を取得している47.40mの面を基準に，49.26mの最新活動面の走向・傾斜を以下の手順で検討する（ステレオネット使用）。

①47.40mの面を，ボーリングコアでの面の短軸を回転軸として，49.26mの面の見かけの傾斜角の差（10°）だけ回転する。
⇒47.40mの面のみかけの傾斜角を，49.26mの最新活動面の見かけの傾斜角に合わせる。
②コア箱に収まっている状態での，47.40mの面と49.26mの面の見かけの最大傾斜方向（ボーリングコアでの面の長軸方向）のなす角（コア
写真から70°と推定）だけ回転する。
⇒みかけ上の姿勢を合わせる。
③ボーリングの掘進方向を回転軸に，コアの回転角度（61+150=211°）だけ回転する。
⇒コアが回転している分回転させる。

・結果，49.26mの面の走向・傾斜をN21W21Eと推定した。

47.40mの面の極

①

①

②

③

49.26mの面：N21W21E

最新活動面（49.26m，みかけの傾斜：35°）

47.40mの面（N38E85NW，みかけの傾斜45°）

47.26mの面の極

B14-2の掘進方向

49.40mの面： N38E85NW

4-126

44のエビデンス
（走向・傾斜）(8/8)



4-127

44のエビデンス（条線）
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4-128

44のエビデンス（変位センス）（1/3）青枠：変位センスに関する部分



500 500 

4-129

44のエビデンス（変位センス）（2/3）



500 500 

200 200 

4-130

44のエビデンス（変位センス）（3/3）
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N

4-131

45のエビデンス（薄片観察結果）（1/2）青枠：修正箇所




